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　J.S.Bach（1685 ～ 1750）は，畢竟の宗教作品《ロ短調ミサ BWV232》の「Symbolum Nicenum ニカイア
信条」でただ一度だけ，この「Filioque」を使った．さらにプロテスタントの大作曲家 Bach が，カトリッ
ク教会音楽の《ミサ曲 BWV233, 234, 235, 236》に書き遺した楽譜の軌跡から，遥か東方を見つめたそのま
なざしを読み取ることができた．Bach の信仰が，神に捧げた作品を通して，２世紀半の時空を超え，世界
の平和の実現を求めていることを検証していく．







И в Духа Святаго, Гослода Животворяшаго,
Иже от Отпa исходяшаго, Иже со Отпем и
















　Credo in unum Deum, われは信ず，唯一なる神を．
　Patrem omnipotentem, 全能の父，
　　　　　…
　Et in Spiritum Sanctum, 聖霊にして
　Dominuem, et vivificantem
  主にして，生命のあたえ主なる者，
　Qui ex Patre Filioque procedit 父と子より出で，
　Qui cum Patre et Filio simul 父と子とともに
　Adoratur et conglorificatur ; 拝され讃えられ
　西方教会ではラテン語による典礼定式が５世紀頃か
ら整えられ，ミサ曲の構成は，Kyrie, Gloria, Credo, 









Ⅲ　W.A.Mozart モーツアルト（1756 ～ 91）のミサ曲
における「Credo」の「Filioque」について
　ミサ曲を作曲した作曲家は，G.P.Palestrina（1525/26
～ 94），C.Monteverdi（1567 ～ 1643），M.A.Charpentier
（1643 ～ 1704），F.J.Haydn（1732 ～ 1809） 等， 多 く の





いた Missa brevis を中心に８曲を取り上げ，「Credo」の
「Filioque」に焦点を当てて考察していく．
（１）Missa brevis〈KV49〉（1768）
　「Credo」の基調はト長調である．「Et in Spiritum 聖霊
にして」から下属調のハ長調の３拍子になり，「Filioque」
は Bass の solo で３回，同じ弱起の音型で歌われる．
（２）Missa brevis〈KV65〉（1769）
　「Credo」の基調はニ短調の３拍子である．「Et in 






れ「Et in Spiritum」と Sop. の solo で歌われる．「Filioque」
が弱起の音型で２回歌唱され，３回目は上行しニ長調の
属調に止まる．













（６）Missa brevis “Spaur Messe”〈KV258〉（1775）
　基調はハ長調であるが「Et in Spiritum」でヘ長調に











solo が T.A.S.B. の順で入ってくる．「Filioque」の歌詞は，


































《BWV233》 《BWV234》 《BWV235》 《BWV236》
調性 F dur A dur g moll G dur
小節数
キリエ / グロリア
128/578 148/600 118/608 117/594
合唱 / 独唱 SATB/BSA SATB/BSA SATB/BAT SATB/BSAT
編成
Hrn.2,Ob.2





























tollis peccata mundi 世の罪を取り除きたもう方よ」は，
カンタータ第 102 番「主よ，汝の目は信仰を省みるに














快活な合唱で，「Et in terra 地上に」から３拍子で Alt．
が単独で歌い，「Adoramus te あなたに祈りを捧げる」







けられている．第４曲は，ロ短調 4 分の３である．「Qui 


















序曲が Ob. の独奏に伴奏される．Ten. のアリアが続き，
最後は大規模な対位法的合唱曲で閉じられる．第２曲の
16 分音符の一気呵成の上行は見事であり，頭に休符が
あれば緊張感が増す音型である．「Et in terra pax 地に
平和を」で 16 分音符が消え，ピカルディの和音で閉じ
る．第３曲はアラブレーベで書かれ，Bass の独唱である．









「Cum Sancto Spiritu 聖霊とともに」のフーガはオクタ
ーブの跳躍を持つが，声部開始順は 1 回目が B.T.A.S. ２
回目は B.T.S.A. ３回目では T.B.S.A. と毎回異なる．
（４）《BWV236》
　第１曲は前奏なしで Bass の６小節のテーマで始まり，




















部処理が続く．以後，Sop. と Alt. が各３回ずつ「Cum 
Sanct Spiritu」を歌う．付点２分，４分，８分，16 分
















































　1618 年から 48 年にかけての「ドイツ 30 年戦争」の
初期は，まさに宗教戦争であった．中部ドイツのザクセ
ン選定候国は 1630 年になって，プロテスタント側とし























４部「Osanna ～ Dona nobis pacem われらに平安を与












対応するものとして，Bach は「Et in unam sanctam 















第 ３ 部「Sanctus」 第 ４ 部「Osanna オ ザ ン ナ 」 か ら






































（３）「Et in unum Dominum Jesum Christum 唯一なる
主イエス・キリスト」（第３曲）
　「父なる神」「子なるキリスト」といった二重性を字義
通り，４音モティーフを Sop. と Alt. が１拍遅れで歌う
ことによって，分離した単一性を模写し，信仰告白のメ
ッセージを音楽へと翻訳している．［譜例１］







homo factus est そして人となった」では歌声部は上行
音型に変わる．Vn. の unison は，最後の５小節で２つ
に分かれ，通奏低音と３声で，聖数７の２乗の 49 小節
で終わる．［譜例２］






歌われ，伴奏の Vn. Ⅰ,　Ⅱ,　Vla., Fl.Ⅰ,　Ⅱの５声部の時差が，
休符を持って刺すように奏される．高音域での華やかさ
を抑える配慮から Sop. Ⅰは取り除かれ，４声に通奏低
音と Fl. と St. の５声の計 10 声部である．十字架で受け
た傷の数，５の２倍の 10 となっている．最終変奏は「et 
sepultue est 埋葬される」イエスの死を象徴させるとこ
ろで半音ずつ下げ，最後から３小節目の Bass と Sop. の
cis-es の減３度で軋む．ここでは楽器の響きを止め，通
【譜例１】
Et in u- num, u- Do - - -numin
Et in u- num, in u- num Do - -
et
ho - -
ho - - - - - - -mo fa ctus est.
- - - - mo
ho
et
et ho - mo, ho fa ctus est.- -mo
ho homo,- - - - - ctus est.
mo fa - --
mo fa
fa - ctus est.






















となっている．次の第７曲「Et in Spiritum Sanctum そ
して信じます，聖霊を」については後述する．



























の第７, ８, ９曲の調性が A dur, fis moll, D dur と下降す
る順序は，この《ロ短調ミサ》の「Kyrie」の冒頭３曲


























Et re - -sur
３
４
Et re - -sur
３
４










est, pas - - - sus seet pul tus est.- -
est, se - - - - -pul setus. pul tus est.- -



















　　　　 qui ex Patre et Filioque procedit;
 それは父と子から発し




　　　　 qui locutus est per Prophetas.
 預言者により語られし者を信じます




















よぎったためではないか．後に，次男の Carl Philipp 











- - - - - - - - - - - - - - -- - que pro-cemi num. qui ex Pa tre Fi li otem Do















Gloria 《BWV233》 《BWV234》 《BWV235》 《BWV236》
第２曲 Gloria in excelcis Deo Gloria in excelcis Deo Gloria in excelcis Deo Gloria in excelcis Deo
第３曲 Domine Deus Domine Deus Gratias agimus Gratias agimus
第４曲 Qui tollis peccata Qui tollis peccata Domine Fili Domine Deus
第５曲 Quoniam tu solus Quoniam tu solus Qui sedes ad Quoniam tu solus


















Fili，Filius Patris 主なる子 父の御子」が，世を救うた
めに父より遣わされていることが強調されている．ま

















Pater ６ ５ ６ ５ ６
Fili ２ ５ ６ ３ ８










Domine Deus ７ ９ ８ ４ 12
Dei Patris ５ 17 15 23 28
Filius Patris ２ ７ ４ ３ ４













10 19 14 10 12




























































愛の Oboe と称せられる，２本の Oboe d’ amore はそれ
ぞれ独立していた声部が，１本に融け合い unison にな
る構造となっている．［譜例７］
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